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本門法華宗の龍光寺（阿保）
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

河
南
・
法
華
寺
や
茨
木
・
本
龍
寺

ゆ
か
り
の
日
蓮
の
教
え
、
河
内
の
講

　
中
高
野
街
道
が
、
府
道
堺
ー
大
堀
線
と
交
わ

る
阿
保
五
丁
目
交
差
点
の
す
ぐ
南
東
側
に
本ほ

ん

門も
ん

法ほ
っ

華け

宗し
ゅ
うの

龍り
ゅ

光
う
こ
う

寺じ

が
あ
り
ま
す
。右
の
地
図
は
、

松
原
市
が
発
足
し
た
昭
和
三
十
年
の
一
年
後
、

三
十
一
年
に
測
図
さ
れ
た
三
千
分
の
一
の
地

図
で
す（
市
提
供
）。
市
制
後
、
最
初
の「
松
原

市
全
図
」で
す
。

　
阿
保
の
集
落
は
、
海か

い

泉ず
み

池い
け

の
北
側
に
広
が
っ

て
い
ま
す
が
、
堺
港
大
堀
線
と
書
か
れ
た
周
囲

は
、
一
面
の
田
畑
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の「
港
」と
記
さ
れ
た
下
に「
竜
光
寺
」と
あ
り
、

寺
は
田
畑
の
中
に
建
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
住

宅
や
商
店
・
工
場
が
立
ち
並
び
、
寺
そ
の
も
の

が
住
居
を
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、
寺
の
木
札
が

な
い
と
う
っ
か
り
素
通
り
し
そ
う
で
す
。

　
本
門
法
華
宗
の
本
山
で
あ
る
妙

み
ょ
う

蓮れ
ん

寺じ（
京
都
市

上
京
区
）
の
寺
誌
な
ど
に
よ
る
と
、
龍
光
寺
は
、

昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）に
阿
保
神
社
の
東
側
、

天
理
教
会
の
東
隣
り
で
地
元
の
長
岡
駒
蔵
が
興

し
た
と
あ
り
ま
す
。
駒
蔵
は
、
明
治
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
）生
ま
れ
で
し
た
の
で
、
四
十
歳
の
時

で
し
た
。

　
阿
保
で
は
、
江
戸
時
代
以
降
、
西さ

い

徳と
く

寺じ

と
安あ
ん

養よ
う

寺じ

の
い
ず
れ
も
東
本
願
寺
を
本
山
と
す
る
真

宗
大
谷
派
が
信
仰
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
駒

蔵
は
法
華
宗（
日に

ち

蓮れ
ん

宗し
ゅ
う）を
開
い
た
日
蓮
の「
南
無

妙
法
蓮
華
経
」に
強
く
ひ
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
駒
蔵
は
、
昭
和
八
年（
一
九
三
三
）
に
創
建
さ

れ
て
い
た
茨
木
市
安あ

威い

の
本
門
法
華
宗
の
本ほ
ん

龍
り
ゅ
う
寺じ

の
開
基
・
庄し
ょ

司う
じ

日に
ち

経き
ょ
うに
師
事
し
て
、
河
内
に
講

を
つ
く
り
、
法
華
経
の
教
え
を
広
め
て
い
き
ま

し
た
。
戦
後
、
こ
の
河
内
の
講
は
、
本
龍
寺
の

龍
を
い
た
だ
き
、
龍
光
寺
の
寺
号
を
得
て
、
寺

院
に
昇
格
し
ま
し
た
。

　
京
都
の
本
門
法
華
宗
本
山
で
あ
る
妙
蓮
寺
は
、

鎌
倉
時
代
の
永え

い

仁に
ん

三
年（
一
二
九
五
）、
日
蓮
・

日に
ち

朗ろ
う

の
弟
子
と
な
っ
た
日に

ち

像ぞ
う

が
建
立
し
た
も
の

で
す
。
室
町
時
代
に
入
っ
て
、
日
像
の
流
れ
を

汲
む
日に

ち

隆り
ゅ
うが

本
門
法
華
宗
の
派
祖
と
さ
れ
、
応お

う

永え
い

二
十
二
年（
一
四
一
五
）、
京
都
に
本ほ

ん

能の
う

寺じ

を

創
建
し
ま
し
た
。

　
応
永
二
十
五
年
、
日
隆
は
河
内
に
出
て
、
現

寝
屋
川
市
美み

井い

元
町
に
本ほ

ん

厳ご
ん

寺じ

を
建
て
、
河
内

へ
の
教
化
も
始
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
永え

い

享
き
ょ
う

十
一
年（
一
四
三
九
）、
日
隆
は
南
河
内
を
訪
れ
、

南
北
朝
の
戦
跡
を
巡
っ
て
、
戦
死
者
の
供
養
も

兼
ね
て
、
現
河
南
町
加か

納の
う

に
法ほ

っ

華け

寺じ

を
開
基
し

ま
し
た
。今
も
法
華
寺
が
建
つ
北
加
納
の
人
々
は
、

本
門
法
華
宗
の
信
徒
で
あ
り
、霊
水
が
湧
い
た「
日

隆
聖
人
筧
か
け
い
霊
蹟
」
の
故
地
で
、
南
河
内
の
名
刹

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
前
206
号
で
紹
介
し
た
本ほ
ん

行
ぎ
ょ
う
寺じ（
東
新
町
）の
本ほ
ん

門も
ん

佛ぶ
つ

立り
ゅ
う

宗し
ゅ
うは
、こ
の
日
隆
を
門
祖
と
し
、幕
末・

安あ
ん

政せ
い
四
年（
一
八
五
七
）に
本
門
佛
立
を
開
導
し

た
日に

っ

扇せ
ん
は
、
も
と
は
と
い
え
ば
本
能
寺
で
学
ん

だ
本
門
法
華
宗
の
僧
侶
で
し
た
。

　
龍
光
寺
は
戦
後
、
阿
保
の
現
在
地
に
移
り
ま

し
た
が
、
駒
蔵
は
の
ち
日に

ち

永え
い
と
名
乗
の
り
、
昭

和
三
十
六
年（
一
九
六
一
）
三
月
、
六
十
歳
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
阿
保
墓
地
の
長
岡
家
墓
所
に
、

「
龍
光
院
日
永
上
人
」と
し
て
眠
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
龍
光
寺
で
は
、
日
永
が
学
ん
だ

本
龍
寺
に
河
内
の
講
を
引
き
継
い
で
も
ら
う
こ

と
を
願
い
、日
経
亡
き
後
、本
龍
寺
第
二
世
と
な
っ

た
土つ

ち

畑は
た

信し
ん

澄ち
ょ
う（
日
経
妻
の
弟
）が
兼
務
住
職
と
し

て
、
お
つ
と
め
を
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　
加
納
・
法
華
寺
の
庄
司
日に

っ

験け
ん

現
住
職
は
、
も

と
も
と
は
本
龍
寺
開
基
の
日
経
の
お
子
さ
ん
で
、

土
畑
住
職
と
は
義
理
の
お
じ
、
お
い
に
あ
た
り

ま
す
。
本
龍
寺
創
建
の
一
年
前
の
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）生
ま
れ
の
庄
司
住
職
は
、
法
華
寺
を

継
が
れ
る
前
、
龍
光
寺
へ
も
来
ら
れ
、
河
内
の

講
の
人
々
を
導
か
れ
た
の
で
す
。

　
龍
光
寺
は
、
法
華
寺
や
本
龍
寺
を
い
わ
ゆ
る

親
寺
・
兄
弟
寺
と
し
て
、
現
在
、
日
永
の
五
男

で
あ
る
長
岡
信
光
住
職
が
後
を
継
い
で
お
ら
れ

ま
す
。
日
蓮
聖
人
像
や「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の

御お

題だ
い

目も
く

な
ど
を
祀
る
内
陣
は
、
松
原
唯
一
の
本

門
法
華
宗
の
寺
と
し
て
、
七
十
有
余
年
の
歴
史

を
伝
え
て
い
ま
す
。

◀「本門法華宗 龍光寺」木札（阿保5丁目）　
本山の妙蓮寺塔

たっ
頭
ちゅう
の慈

じ
詮
せん
院
いん
住職が書いた。

▲龍光寺内陣
日蓮聖人像と「御題目」塔を中心と
する。
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◀「松原市全図」
昭和31年-測図、
3000分の1。
上が三宅方面。
下が河内松原駅
方面（市提供）。


